
全
体
の
恒
久
的
な
安
全
対
策
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
・
実
施
す
る
。

Ｑ
：
一
帯
の
斜
面
の
抜
本
的
な
防
災

対
策
を
講
じ
て
、
道
路
の
恒
久
的
な

安
全
性
確
保
の
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
の

開
削
等
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
？

建
設
部
長
：
巨
石
の
崩
落
防
止
対
策

や
落
石
防
護
対
策
等
に
つ
い
て
、
学

識
経
験
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
十

分
な
検
討
を
し
て
い
く
。

 

ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
対
策
は
、
非
常

に
大
規
模
な
事
業
に
な
る
た
め
早
期

の
実
現
は
困
難
。
道
路
利
用
者
の
安

全
安
心
の
確
保
を
出
来
る
だ
け
早
期

に
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
現

道
の
防
災
対
策
に
重
点
的
に
着
手
し

て
い
く
。

Ｑ
：
４
月
に
は
高
遠
城
址
公
園
へ
大

勢
の
花
見
客
が
訪
れ
る
た
め
、
交
通

規
制
を
解
除
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
い
つ
解
除
さ
れ
る
か
な
ど
具

酒 井 茂 の 県 政 だ よ り 2017年（平成29年）春号

Ⅰ
　
次
期
総
合
計
画
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
反
映
に
つ
い
て

Ｑ
：
現
行
計
画
（
25
〜
29
年
度
）
の

成
果
を
、
次
期
計
画
（
30
〜
34
年

度
）
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
？

知
事
：
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
振
り
返
り
な
が
ら
次
に
進
め
る
。

深
堀
り
す
る
テ
ー
マ
や
新
た
な
方
向

に
展
開
し
て
い
く
も
の
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
プ
ラ
ン
を
横
に
置
い
て
、

次
の
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

　
次
期
総
合
計
画
策
定
へ
の

　
　
　
　
　
県
民
参
加
に
つ
い
て

Ｑ
：
次
期
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

県
民
参
加
の
あ
り
方
や
県
民
意
見
を

計
画
へ
反
映
す
る
方
策
は
？

知
事
：
県
民
と
と
も
に
策
定
し
、
実

行
す
る
計
画
に
す
る
。
私
や
副
知
事

を
は
じ
め
全
職
員
が
県
民
・
企
業
・

団
体
・
市
町
村
等
と
長
野
県
の
将
来

像
に
つ
い
て
対
話
を
行
う
。

　
総
合
計
画
の

　
　
　
「
達
成
目
標
」
に
つ
い
て

・
「
達
成
目
標
」
は
、
県
民
が
共
有

し
オ
ー
ル
信
州
で
目
指
す
べ
き

指
標
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

Ｑ
：
「
達
成
目
標
」
の
位
置
づ
け

は
？

企
画
振
興
部
長
：
次
期
計
画
で
は
各

施
策
の
現
状
や
到
達
点
を
把
握
す
る

た
め
、
県
民
生
活
の
実
態
を
表
せ
る

よ
う
な
指
標
を
検
討
す
る
。

　
次
期
計
画
に
お
け
る
「
伊
那
谷

　
が
目
指
す
方
向
性
」
に
つ
い
て

・
伊
那
谷
の
皆
さ
ん
は
、
い
わ
ゆ
る

「
南
北
格
差
」
の
是
正
を
強
く

求
め
て
い
る
。

Ｑ
：
リ
ニ
ア
の
時
代
を
見
据
え
た
伊

那
谷
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

知
事
：
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通

を
契
機
に
、
大
き
く
変
貌
す
る
地
域
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
く
。
広
域
観
光
や
産

業
振
興
に
つ
い
て
も
新
た
な
視
点
で

考
え
て
い
く
。
三
遠
南
信
自
動
車
道

が
開
通
す
れ
ば
、
リ
ニ
ア
と
の
相
乗

効
果
で
他
地
域
と
の

連
携
が
さ
ら
に
促
進

さ
れ
る
。
伊
那
谷
地

域
の
発
展
に
つ
い
て

は
次
期
計
画
の
中
で

大
き
な
方
向
付
け
を

行
う
。

・
本
年
１
月
８
日
に
、
伊
那
市
高
遠

町
地
籍
の
国
道
３
６
１
号
の
斜

面
に
あ
る
岩
盤
か
ら
岩
が
剥
が

れ
落
ち
、
道
路
を
ふ
さ
ぐ
と
い

う
事
故
が
発
生
し
た
。

・
事
故
発
生
後
、
道
路
は
全
面
通
行

止
と
な
り
、
応
急
対
応
工
事
が

施
工
さ
れ
た
。
２
月
21
日
全
面

通
行
止
が
解
除
さ
れ
、
現
在
は

片
側
交
互
通
行
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

・
全
面
通
行
止
に
よ
り
、
高
遠
町
の

既
存
商
店
街
の
経
営
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
。

Ｑ
：
今
回
の
崩
落
箇
所
を
含
む
一
帯

に
つ
い
て
、
斜
面
の
状
況
を
徹
底
的

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
今
後
の

対
応
は
？

建
設
部
長
：
今
回
の
崩
落
を
受
け
て
、

周
辺
斜
面
の
現
地
を
調
査
し
た
。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
緊
急
に
モ
ル
タ

ル
吹
付
や
落
石
防
護
柵
の
設
置
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
斜
面

「
長
野
県
総
合
５
か
年

　

計
画
」
に
つ
い
て

Ⅱ
緊
急
輸
送
路

「
国
道
3
6
1
号
」の

防
災
対
策
に
つ
い
て

常 任 委 員 会常 任 委 員 会

体
的
な
見
通
し
は
？

建
設
部
長
：
現
在
は
崩
落
部
東
側
斜

面
の
落
石
対
策
を
３
月
末
の
完
成
を

目
標
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工

事
完
成
後
に
交
通
規
制
を
解
除
。
高

遠
城
址
公
園
の
桜
ま
つ
り
開
催
ま
で

に
は
確
実
に
開
通
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

副
委
員
長
と
し
て
出
席
し
、

質
問
や
提
案
を
行
う
酒
井
議
員

県
議
会 

２
月
定
例
会
一
般
質
問（
３
月
１
日
）

酒井 茂ブログ随時更新中！
公式サイト : http://shigeru-sakai.com/

検索酒井茂
携帯サイトへ
簡単アクセス

みなさまのご提言や
ご要望をお寄せください。

〒399-4432 伊那市東春近原新田8243
TEL/FAX.0265-73-5606　E-mail : info@shigeru-sakai.com

酒井茂事務所

一
般
質
問
に
立
つ
酒
井
議
員

崩
落
直
後
の
国
道
３
６
１
号
現
場

※富山県では、長野県と同時期に導入したヘリを更新することを
　決めました（3月13日に表明）。

◎
子
ど
も
の
貧
困
を
県
が
調
査
◎

　

昨
年
9
月
の
一
般
質
問
で
、

「
県
は
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
を

調
査
す
べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た

が
、
県
で
は
こ
れ
を
受
け
て
平
成

29
年
度
の
予
算
に

必
要
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

●リニア関連道路の整備について
Ｑ：県では新たな総合計画（30～34年度）を策定するが、リニ
ア関連道路については計画の中で、明確に位置づけられなければ
ならないが、どうか？
Ａ：計画の中で、明確に位置づけをする。

建設部関係（3月9日）

●県消防防災ヘリコプターについて
・３月５日県の消防防災ヘリコプターが、救助訓練中に山中で墜
落事故を起こし、尊い９名の命を失った。地域では防災ヘリのこ
れまでの活動を高く評価しており、なくてはならないものであり、
今後早期に対応策を決めなければならない。
Ｑ：このヘリは運行開始から20年を経過するが、更新の時期が来
ていたのではないか？
Ａ：通常飛行時間が５千時間を超えると、更新を検討する時期と
言われている。このヘリは５千時間を超えていたが、機器の状態
は良好であったため、もう少し使えると判断していた。

危機管理部関係（3月10日）

これまで危機管理・建設委員会に所属していましたが、3月16日
より「文教・企業委員会」へ所属替えになりました。


